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地域住民の“信頼”と“人間関係”を基
盤にした地域防災 SNS の開発 
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本研究は，「地域の安全・安心は地域が守る」という考えを元に，共助を基盤と
した地域防災 SNS を開発し，平常時にはコミュニケーションツールとして，また，
災害時には災害・防災情報を効果的に住民に浸透させ，被害を最小化させること
を目的としている．なお，本研究は総務省の戦略的情報通信研究開発推進制度
（SCOPE）で採択された研究開発である． 
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The present study has aimed to develop community disaster prevention SNS. It makes 
the idea "The region defends the community safety and safety". It is used as a 
communications tool in normal circumstances. but at the disaster it effectively informs 
people of the disaster and disaster prevention information, and it minimizes damage.  
The present study is a research and development adopted by Strategic Information and 
Communications R&D Promotion Program (SCOPE) of the Ministry of Internal Affairs 
and Communications. 

 

 

1. はじめに  

日本は自然災害，とりわけ地震や台風，豪雨の被害が多く，防災設備が整ってきた

現在でも，甚大な被害を受けることがある．特に地域被害に目を向けると，避難活動

や不明者の所在確認，安否確認に多大な時間や労力を要してしまうことが多い．さら

に，被害も二次災害，三次災害と拡大することもあり，被災状況や安否状況が刻々と

変わることが予想される．地域被害には多くの要因があるが，本研究では以下の 3 つ

の問題点に着目する． 

１つめの問題は，地域固有の災害・防災情報が少ないことである．一般的に災害情

報は，広範囲を網羅した概要的な情報か，もしくは深刻度の高い地域の突出した情報

に限られる場合が多い．しかし，災害の大小に関わらず，災害当事者が欲しい情報は，

現在いる地域の災害・防災情報の詳細である． 

次の問題は，地域，隣人との付き合いが希薄になってきたことにある．最近では，

地域の住民，ともすれば隣人でさえ，その家族構成や家族の情報なども知らないこと

が多くなってきた．このような状況で災害が発生した場合，誰がどこにいるかを把握

しづらく，助け合いどころか，救助活動すらできない． 

最後の３つめの問題は，既存の防災システムが防災時の使用に特化しすぎている点

にある．防災システムは当然のように災害発生時に運用されることを前提としていて，

平常時の使用を想定していない．いざ，というときの災害時に慣れないシステムを使

うことになり予想した効果を出しにくい問題がある． 

我々は，「地域の安心・安全は地域が守る」の考えを基本に据え，地域住民の人間

関係づくりや信頼の醸成を支援し，災害時の救助活動や生活支援に役立つ地域防災

SNS（Social Networking Service）システムを平成 21 年度から開発している[1]． 

 

2. 研究の目的と概要 

本研究では， 

①地域固有の災害・防災情報が少ない，②地域の付き合いが希薄，③既存の防災シ

ステムが防災時に特化しすぎ，の３課題を解決することを目標に，地域に特化した地 
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図１ 防災 SNS の災害時活用イメージ 

 

域 SNS（Social Networking Service）システムに防災機能を付与した地域防災 SNS シス

テム(以降，防災 SNS と略す)を構築する．この防災 SNS は，平常時の生活のコミュニ

ケーション等でシステムを使用し，安心・信頼など人間関係を活性化させながら防災

に対する基盤を構築し，災害時には，使い慣れたシステムと，これで作り得た人間関

係を元に地域住民の助け合いを支援し，防災機能を用いて被害を最小化させることを

目的としている． 

地域の災害・防災情報が少ないという問題点は，「地域の安心・安全は地域が守る」

の考えから，地域住民自ら，防災 SNS を使って，災害・防災情報を作り上げ，共有す

ることで解決できると考える．これは，地域の災害情報は，地元住民や地元消防団，

地元警察など現場に実際にいる人々が，その詳細を知っていることを意味し，災害初

期段階での避難活動や救助活動を行うのは地元の人間であることが多い点にある． 

具体的には， 

(1)災害状況は現場に実際に居る人が一番理解している． 

(2)災害現場は地域であり，地域外の既存 IT サービスで対応できることは限られてい

る． 

(3)実際に避難活動や救助活動などを行うのは，地域住民である． 

と考える． 

防災 SNS を使用すれば， 

(1)ご近所さんが提供した災害・防災情報には安心感・信頼性を得る． 

(2)地域住民が結束して助け合うことは，被害を最小化できる． 

という地域住民の連帯感が安心感として補われるので，不要な災害の広がりを防ぐこ

とができると考える． 

本研究では，自分たちの地域を自分たちで守る１つの手段として，防災 SNS の研究

開発を行う．図１に，災害時の防災 SNS の活用イメージを示す． 

平素時の防災 SNS は地域に特化した一般的な SNS であるが，災害時には，次の防

災機能を使うことができる． 

①災害当事者の心理を考慮したユーザインターフェース，操作性 

災害当事者は様々なストレス要因を受けており，落ち着いて操作するのは困難であ

る．そのため，ユーザインターフェースや操作性は可能な限り簡易化する．例えば，

細かい文字入力は困難と考え，大きめの文字や絵柄を使ったボタン操作を中心にした

コミュニケーションとする． 

②地域住民が協力して構築する共有災害・防災地図機能 

災害当事者が知っている災害・防災情報を防災 SNS の共有地図上に登録した情報を

地域住民が共有し，これらの情報を活用することで被害の最小化を目指す． 

③利用者(住民)をグルーピングし，グループによる安否確認ができる機能 

利用者を目的(例えば，家族や組)によりグループ化し，そのグループごとに安否確

認や所在地確認ができる． 

④携帯端末でほとんどの機能の操作が可能 

ICT 機器の中で携帯率が高く，災害時に，今後，最も利用される可能性の高い携帯

端末で防災 SNS のほとんどの機能が操作できる． 

さらに，防災 SNS による防災活動をより深く考えると，以下の 3 つのステージで効果

的な活用ができると考えている． 

⑤災害発生前の活用（事前の防災体制を十分に行う手段） 

災害の影響を受けやすい人（災害弱者）を事前に把握する． 

⑥災害発生直後の活用（ニーズ把握の手段） 

時々刻々と変化していく現場のニーズを把握する． 

⑦災害復興期（中長期）の活用 

地域全体の復興が優先され，個人の問題は忘れ去られていくと言われている．その

ため，心理的立ち直りも個人個人の格差が広がる可能性がある．防災 SNS は立ち直れ

ない人を忘れ去らず，援助する手段になると考える． 

防災 SNS は，多くの地域で使用されることが望ましいと考えており，本研究で開発

したソフトウェアはオープン・ソース・ソフトウェアとして提供したい．また，この

システムは，「地域の不審者目撃情報の共有」，「小中学校児童・生徒の安全経路・所在

確認」，「高齢者，障害者への見守り支援」等のように多くの応用が見込まれる．将来

的なシステムの拡張として，防災 SNS 間の連携，地震計などの防災機器との連携，外

部の防災情報サイトとのデータの入出力などが実現可能であると考えている． 
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図２ 防災 SNS システムの構成 

 

3. 防災 SNS システムの構築 

3.1 システムの基本構成[2] 

本システムの構成を図２に示す．本システムは，中核となる防災 SNS サーバ，サー

バのファクタ設定や住民の基礎情報を登録する PC と実際に個々の住民が使うクライ

アントの iPhone から成る．以下に防災 SNS の３要素を概説する． 

①防災 SNS サーバ 

防災 SNS のサーバは，オペレーティング・システムに CentOS5.5(Linux), Web サー

バに Apache2, データベースに MySQL5 などの OSS(オープン・ソース・ソフトウェア)

を利用し，その上で Web 開発のフレームワークである Ruby on Rails(言語は Ruby，共

に OSS)を用いて開発している．本サーバは，PC ブラウザ向けの Web インターフェー

スと，その他汎用向けの WebAPI を装備している．防災 SNS が WebAPI を提供するこ

とで，iPhone をはじめとする様々なクライアントへの対応が可能になる． 

②PC ブラウザ 

PC 側の防災 SNS クライアントは，Internet Explorer 7.0 以上，Firefox3.0 以上の PC

ブラウザであり，防災 SNS の Web アプリケーションとして動作する．また，標準の

HTML や JavaScript，CSS がサポートされているブラウザであれば，OS やブラウザの

種類を問わず，動作するものと考えている． 

③iPhone ネイティブアプリケーション 

iPhone 側の防災 SNS クライアントは，iPhone SDK と開発言語 Objective-C を用いて

開発した iPhone ネイティブアプリケーショ

ンである．また，iPhone 搭載のブラウザを利

用した場合，PC ブラウザのように Web アプ

リケーションとしての利用も可能である．ネ

イティブアプリケーションは，iPhone に搭載

されている GPS(位置測定システム)やカメラ

を直接扱うことができ，また，画面レイアウ

トもフォントやボタンなどのサイズを大きく

できるなど，有益な情報の取得や使いやすい

画面構成が可能になる．さらに，防災 SNS サ

ーバと WebAPI(REST)経由で連携することで，

他の利用者との情報交換ができる． 

3.2  開発したシステム機能[3]  

防災 SNS システムは，以下の機能を有して

いる． 

①グループ機能 

近隣住民の複数の家族を 1 つのグループと

してまとめる機能である．防災 SNS では，こ   図３ プロフィール機能    

の 1 つのグループが，災害時に「共助」を行 

う単位として位置付けている．同じグループになると，以下に記述する様々な機能を

グループ内だけで共有することができる．また，家族の各個人をグループメンバと考

え，災害時には，私的な情報や現在位置などプライベートな情報も共有可能である． 

②プロフィール共有・文字情報コミュニケーション機能 

「プロフィール共有機能」と「文字情報によるコミュニケーション機能」は，平常

時には，地域のことや家族間，私的な事柄等の情報交換で利用される．災害時には，

相手家族の情報参照，特に，疾病情報など個人的な情報の参照ができることで，それ

による二次災害の拡大を防げると考えている(図３参照)．また，文字によるコミュニ

ケーションは，書き込んだ後の見返しや，リアルタイムに参加していなくても非同期

に参照できる等，災害状況や避難情報などを書き留めることに有効である．特に，注

目すべき事柄については，簡単な操作でアイコンによる視覚表現ができるので，他利

用者に対して注意を促せることが可能である． 

③安否確認機能 

災害発生時に防災 SNS クライアントである iPhone に対してプッシュ 通知を行い，

受信したユーザが現在の位置(GPS)や状況などの安否情報を防災 SNS に返信する機能

である．この機能を使うと，防災 SNS は，後述するモード切り替え機能により「災害

モード」に自動的に遷移する． 
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図４ ステータス機能      図５ 地図共有機能 

 

④ステータス機能 

後述のモード切り替え機能により「災害モード」の時だけ利用できる(図４参照)．

この機能は，近隣住民(グループメンバ)の現在の状況や立場が一目で把握できるもの

である．この機能は，「救助者と被災者を明確にする」，「要救助者の漏れを生じさせな

い」という予備実験の結果を元に検討された機能である．具体的には，画面上の「立

場」は，「被災者」，「救助者」，「その他」，「未設定」に分けられ，該当者が，どのよう

な立場であるかを明確にする．また，「状況」は，「助けて」，「避難中」，「避難済み」，

「救助活動中」，「その他」，「未設定」に分けられ，該当者が，どのような状況である

かを明確にする．このステータス機能を使うことで，混乱した災害状況で，グループ

メンバ情報の整理をサポートする． 

⑤地図共有機能 

平素時，地域のイベントや集合場所などの把握に利用できる．災害時は，前述の「ス

テータス機能」と連動することで，自分やグループメンバ(近隣住民)の現在位置，避

難場所などの位置の把握ができる(図５参照)． 

⑥平常時・災害時モード切り替え機能 

防災 SNS を「平常モード」と「災害モード」に切り替えるものである．平常モード

と災害モードの違いは，災害モードのみ利用可能な機能(ステータス機能など)が表示

される．また，この機能は手動のモード変更のほかに，「安否確認機能」利用時には自 

 

図６ iPhone 画面の推移 

 

動的に，災害モードに切り替わる． 

3.3 画面レイアウト 

画面レイアウトは，災害時の緊迫した状況や子供やお年寄りが使用することを考慮 

して，できるだけアイコン（ボタン）を多用し，キーボード入力を極力少なくした．

また，画面に表示されるフォントやボタンのサイズも分かり易く，タッチしやすいよ

うに大きなものにしている．画面遷移を図６に示す．モードは，平常時と災害時の２

モードがある．平常時には世帯一覧，家族一覧，個人情報画面を見ることができる．

個人情報としては，世帯名，氏名，住所，年齢，血液型，性別，電話番号，災害弱者

有無，職業，得意分野，既往歴がある．災害トップ画面からは，災害情報，安否確認，

個人情報，家族一覧を見ることができる．地図情報は，どの画面からも移動が可能で

ある． 

 

4. 防災 SNS システムを使った実証実験 

システムに用意した機能の有効性確認と使い勝手の向上を目的に以下の３つの実

証実験を行った．ここでは実験の概要を説明する．これらの実験結果の詳細は別途報

告する． 
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図７ 実証実験の様子 

 

4.1 近隣４家族の集団コミュニケーション予備実験[4] 

①目的：防災 SNS システム設計の手がかりを得る． 

②被験者：本学女子 16 名（4 人 1 組とする 4 集団）． 

③方法：チャット（Windows Live Messenger）を使う． 

④時期：2009 年９月． 

⑤実験条件：地震時の救助に必要な情報（家族構成，職業，持病や障がい）を，分散

させておき，その後に共有するか（分散・交流あり），分散させたままか（分散・交流

なし），当初から情報を共有し，その後のコミュニケーションの機会も与えるか（共有・

交流あり），情報を共有するが，その後のコミュニケーションの機会を与えないか（共

有・交流なし），の 4 つの条件を設定した． 

⑥実験結果概要：防災 SNS システムの設計にあたって，平常時には，ご近所同士が防

災情報を自発的に共有するプロセスを促進する機能が重要であること．地震発生時に

は，端末を一斉に災害モードに切り替える，要救助者の漏れを生じさせない，混乱し

た状況を整理する，などの諸機能が必要であることが示唆された． 

4.2 近隣４家族の集団コミュニケーション本実験 

①目的：iPhone を活用することによって，家族情報を円滑に共有化でき，近隣関係に

信頼感が生まれるか，地震後の救助活動を効果的に行えるかを検討する． 

②被験者：本学女子 64 名（4 人 1 組とする 16 組）． 

③方法：グループ機能，プロフィール共有機能，文字情報によるコミュニケーション

機能，安否確認機能，状況一覧機能，共有地図機能，平常時・災害時モード切り替え

機能などの確認と近隣住民による平常時の交流と地震発生後の救助活動を防災 SNS

でサポートする 

④時期：2010 年 2 月～5 月． 

⑤実験条件：「対面条件」と「iPhone 条件」の２条件．前者は対面で，後者は iPhone

を使って家族情報や被災情報を共有する． 

⑥実験結果概要：iPhone による情報交換は全て高評価を得ることができた．防災 SNS

を媒介することで効率的にお互いの情報を共有でき，信頼関係を醸成できたと考えら

れる．防災 SNS での被災情報の共有についても高評価を得ることができた．iPhone

を通して，ご近所の情報が分かるのは心強いという意見も多く得られた．使い勝手に

は更なる改良が必要であるが，防災 SNS を媒介して，地域住民による共助を支援する

見通しを示せた． 

4.3 町内会の共助実験 

①目的：町内会における防災 SNS（iPhone）の活用方法を検討する．すなわち，iPhone

を使って,まず組単位に家族情報を与え，対面コミュニケーションを通して町内全体の

情報を共有する方法（分散積み上げ式）と，最初から iPhone で一括して町内全体の家

族情報を与える方式（一括共有式）の効果を比較する．  

②被験者：本学女子 60 名（3 人 1 組とする 20 組）． 

③方法：詳細な被害情報の発信，組内の情報共有，組間の連携と情報共有，自治体の

災害情報の転送などの町内会用機能もサポートする． 

④時期：2010 年 12 月． 

⑤実験条件：「分散積み上げ条件」と「一括共有条件」の２条件． 

⑥実験結果概要：実験の様子を図７に示す．いずれの条件でも iPhone の活用は災害時

の共助を促進できており，ツールの有効性は実証できた．条件間の詳細な比較は，今

後の課題である． 

 

5. 考 察 

5.1 初年度防災 SNS 

災害発生前(平常時)に，防災 SNS を用いた家族間の情報共有と，クライアントであ

る iPhone の使い勝手について 5 段階評価のアンケートを行った．家族間の情報共有は

全て 4 以上と高評価を得ることができた．これは，防災 SNS を媒介として手軽に共有

でき，かつ，その後のコミュニケーションが円滑にできた為だと思われる．iPhone の

使い勝手は，7 割前後で高評価を得ることができた．しかし，反応時間について半数

程度しか満足しておらず，画面遷移が複雑，慣れが必要などの回答もあった． 

災害発生後に同じ被験者に対してアンケートを実施した．アンケートは防災 SNS に

よる被災情報の共有が役立つかという点，その後のコミュニケーションに役立つかと

いう点，それと，iPhone の使い勝手について 5 段階評価で行った．防災 SNS での被災

情報の共有について，すべて 4 以上の高評価を得ることができた．ご近所の情報が
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iPhone で見られるのは心強いという意見が多くでた．しかし，使い勝手については，

災害前と同じ質問ながら若干評価が落ちた．これは実験とはいえ緊迫した状況の演出

により焦りが出たと思われる．そのため，平常時では気にならなかった反応時間や使

い勝手などにシビアな意見が反映された結果だと思われる．この結果より，平常時は

もちろん，災害時の使い勝手は改良が次年度の課題となった． 

防災 SNS のクライアントである iPhone アプリケーションのユーザインターフェー

スについて評価した．評価対象はボタンと文字で，大きさ・色・配置ついて 5 段階評

価を行った．これらは概ね同様の結果であった．ボタンの大きさについては，「ふつう」

という結果が半数を占め，当初期待したほど効果が出なかった．文字の大きさについ

ては，7 割弱で良好な結果を得ることができたが，被験者が女子短大生であったこと

を考慮すると，高齢者など細かい作業になれていない住民が対象であってもよい結果

を出せるような改良が必要であると感じた． 

平常時や災害状況の中で，防災 SNS を媒介して，地域住民による共助が支援できる

ことの見通しが示せたと結論付ける． 

 初年度に開発した防災 SNS は，活用する範囲を比較的小さい近隣関係(4～5 軒程度

の範囲)に絞った．これは，地震等の大規模災害への備えの面，災害発生後の救助活動

の面からも，身近な近隣関係が重要な意味をもつと考えたからである．しかしながら，

実際の災害では，このような近隣関係（サブグループ）を複数束ねた規模の組織，す

なわち，町内会や自治会レベルにおける連携や共助を視野に入れなければならない．

これも，次年度の課題となった． 

5.2 ２年目防災 SNS（初年度との使い勝手の比較） 

２年目の研究開発では，「町内会（自治会）レベルの備えや共助」を支援するため

のシステムを開発することにした．防災 SNS システムで支援する集団を近隣関係から

町内会（自治会）に拡大し，自治体や公的機関が提供する情報やサービス（公助）を

地域住民に効果的に橋渡しする，つまり，地域住民による自助・共助活動と，行政機

関等による公助とを連携・調整しながら，減災と生活支援を図るシステムに改良した． 

以下に，「町内会の共助実験」の利用アンケートの結果を「近隣 4 家族の集団コミ

ュニケーション本実験」のアンケート結果と比較・提示する． 

①「他者に被害を知らせるのに役立ったか」は，「非常に役立った」が 51％（前シス

テム 44％），「かなり役立った」44％（前システム 50％）と，「かなり役立った」から

「非常に役立った」にわずかながら移動している．以後，（）内は初年度のシステムの

値を示す．初年度の回答者は 32 人，２年目の回答者 62 人であった． 

②「他者の情報を知るのに役立ったか」は，「非常に役立った」59％（50％），「かなり

役立った」41％（50％）． 

③「操作しやすかったか」は，「非常に操作しやすかった」16％（3%），「操作しやす

かった」56%（71%），「どちらとも言えない」15%（19%）と「非常に操作しやすかっ

た」の操作性向上解答が増えた半面，「操作しにくかった」12%（6%）と操作性が悪

い割合も増えた．新システムには細かい操作が入り込んだためであると考える． 

④ボタンの反応時間については，「少し早く感じた」34%（38%），「少し遅く感じた」

20%（25%），「どちらともいえない」38%（25%）であった．「少し早く（遅く）感じ

た」が減り，「どちらともいえない」が増え，わすかではあるが反応時間は改善された

と考える． 

⑤ボタン・文字の大きさ，色，については，両システムとも悪いは数％で２つのシス

テムに差はなかった． 

この他に，個別の意見として，タッチパネルの誤操作，地図の見づらさなどの指摘

があった．今後，さらに改良する余地がある． 

6. おわりに 

 ２年間の研究活動により，①平常時に住民が情報を共有することが，地震発生後の

救助行動に有効である，②災害時や回復時の相互救助の議論が，災害予防や防災意識

に効果的に働き，③地域住民の信頼や安心に役立つことを明らかにした．現在，実証

実験の詳細な解析中である．結果は別途報告したい．また、２月にお年寄りを含む情

報機器に不慣れな人を対象にした実験を企画している．地域住民間の信頼関係の醸成

には、共助に必要な個人情報（センシティブな情報も含む）をやり取りする密なコミ

ュニケーションは不可欠である．システムのセキュリティ確保は今後の課題である．

実証実験の経験から災害訓練としてのシステム利用の有効性を実感している．防災

SNS の応用として，防災を目的としたシミュレーション教材への活用[5]など、広範囲

での応用が見込まれる． 
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